第９回6/12,17の講義に関する質問・意見と回答

－質問はできるだけ授業中か授業後に直接どうぞ。また、ちょっと調べればわかるような疑問は自力で解決ましょう。
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＊一度死火山となった火山は二度と活火山に戻ることはないのですか？
　講義中に説明したつもりなのですが、現在、活火山とか休火山、死火山という分類には意味がないだろうということで、全部火山で統一し、死火山という言葉も「死語」になっています。以下は気象庁のページからの抜粋です。「以前は、現在噴火または噴気活動を続けている火山を活火山、現在は活動していないが歴史時代に活動した記録が残っている火山を休火山、歴史時代の活動の記録がない火山を死火山と分類していました。しかし、年代測定法の進歩により火山の過去の活動が明らかになり、数万年に一度噴火する火山もあることが分かってきました。歴史時代だけで今後の噴火発生の有無を判断することは難しいので、近年は休火山や死火山いう分類はなされていません。」
＊固まった熔岩を処理するには、どんな方法があるのですか？
　「処理する」というのは、どういうことを想定しているのですか？
＊どうしてサラサラなマグマとネバネバなマグマがあるのですか？
　「どうして・・・があるのか」という質問には答えられません。あるものはあるのだから仕方がないです。マグマの粘性の違いが何に起因するのか？という質問であれば、１）マグマの温度が高温だとサラサラ、低温になるとネバネバになる。２）マグマの成分でSiO2が多いとネバネバ。３）マグマにアルカリ金属が多いとサラサラ。４）マグマに水が多く含まれるとサラサラ。５）マグマにCO2が含まれる量が多いとサラサラ。６）マグマに結晶が多く晶出しているとネバネバ、・・・というようなことが言えます。
＊ハワイのようなホットスポットによってできた？島々はありますか
＊ホットスポットはハワイの海底にしかないのですか？

　アイスランドは、海嶺とホットスポットが重なったところとして知られています。ガラパゴス諸島もホットスポットだったはずですし、タヒチ島、イースター島、サモア、大西洋のカナリア諸島、アゾレス諸島、インド洋のレユニオン島など、いろいろあります。
＊東アフリカの大地溝帯付近の火山の粘性は、キラウエア火山と比べるとどのくらいサラサラなのですか？
　正確な値は確認しますが、カーボナタイト熔岩の場合で、キラウエアより１桁～２桁程度、粘性が低かったと記憶します。
＊熔岩トンネルは、一度冷え固まると再び中をマグマが流れることはあるのですか？
　具体例は覚えていませんが、あると思います。
＊地球上に存在するもので最も高温なものはやはりマグマですか？
　うーん、一瞬でよければ、落雷の瞬間にプラズマ化した空気が科なりの高温になると思いますが、それ以外では噴火する火山のマグマでしょうかね。人工的なものを除けば。
＊マグマの温度は人工的につくれますか？
　電気炉で簡単に再現できます。量的に火山の溶岩のように、たくさんはつくれませんが。
＊熔岩の上を歩く人は、どのように安全な歩行ルートを判断しているのでしょうか？
　わかりません。火曜１，２限に出講してくださっている、火山学者の大島先生に聞いてください。忘れなければ僕から質問しておきますが・・・。
＊高温なものが赤くなるのはなぜですか？
　物体はすべてその表面温度に応じた電磁波を周囲に放出しているのですが、温度が高いほどその波長が短くなり、かつ、放射エネルギーの総量が増加します。だから、真空中においても高温の物体が冷えるし、ストーブの前が暖かいわけです。で、物体の温度が高温になるにつれて、赤外線から赤い可視光線、そしてオレンジ色、黄色、白、青白と、光の波長が短い方向に変化していきます。これを利用して、恒星のような遠くの物体の表面温度を測ることができます。赤い熔岩は冷えかけ状態で、白く輝く熔岩に比べ、あまり高温ではないということですね。
＊火山灰の成分は何ですか？人体に有害ですか？
　火山灰の主成分は火山ガラスです。特に有害ではないでしょう。そこらにある土埃と変わりませんので。
＊今後、日本で噴火する火山はありますか？
　ないと思いますか？
＊放熱活動は地球の気温にも関与しているのでしょうか？
　太陽からの熱に比べて、火山や熱伝導での放熱は、1/1000以下ですので、熱としてはまず関係ないでしょう。噴火で成層圏まで火山灰が舞い上がって太陽光を遮ったりすれば別です。また、火山ガスの放出量の大小は長期的に気候に影響を与えます。
＊３号館を噴火で限定的に吹っ飛ばすにはどうしたらいいですか？
　まず、噴火という厳かな現象を、人間の都合でどうこうしようというよこしまな考えを捨てましょう。次に、東京２３区の直下にマグマを生じさせるのは、地下の温度勾配と沈み込むプレートの位置からいって、不可能です。最後に、地下にマグマ溜まりがあったとして、噴火の場所がどこになるかは、地下の構造に大きく規制されるので、人間がコントロールできるとは思わない方がいいでしょう。「吹っ飛ばす」ことが重要であるなら、火山などという自然現象に頼るのでなく、自分の力でなんとかすることですね。今後の成長を期待します。
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＊ザ・コアという映画で、地球のコアの近くに洞窟のような空洞がありましたが、そのようなものが地球の中にあると思いますか？

　ありえません。地下に行けば行くほど、それより上側にある物質の重みで圧力が増すので、空洞があったとしても、一瞬でつぶれます。フィクションだとしても、ちとひどすぎますね。制作者は地下の圧力の大きさや、地球が密度成層構造を持っていることを理解していないのでしょう。
＊ニュースで未知の活断層があると聞いたが、日本にはどのくらい未知の活断層があるのか？

　活断層の大きさにもよるのですが、例えばM7クラスの地震を起こしうる活断層が、日本には数十の単位であるのがわかっているので、そのくらいの単位で未知のものもあると思っていいのではないですか。ただし、陸上に存在する活断層については、かなりよく調べられているので、未知のものは、主に新しい地層で覆われているところ、平野や盆地の堆積層の厚いところや、火山噴出物が覆っている地域に限られそうな気がします。
＊天皇海山列は7000万年よりももっと前にもあったのですか？

　たぶんあったのでしょう。そして、すでに地球の中に潜り込んだか、アリューシャン／千島列島の地殻にくっついて見えなくなっていると考えられます。
＊富士山付近の樹海で迷ったら、どうしたらいいですか？

　太陽が出ていれば、太陽の方向を確かめ、ぐるぐる回らないように、一方向に歩くことが重要だと思います。青木ヶ原の樹海と呼ばれるのは、意外に狭くて、どこからでも一定方向に最大3km歩けば必ず道に行き当たります。方向が読めなければ、地形の低い方向でも構いません。樹海を取り巻く東海自然歩道のどこかに必ず出ます。
＊ボルケーノという映画がありましたが、あのような現象が起こりうるのですか？

　見ていないのでわかりませんが、現在のロスアンゼルスとか、西海岸の都市で溶岩流が流れる話でしたかね。基本的にはあり得ない話です。火山ができるところは決まっていますから、まずそういうことはないです。数億年に１回くらい、ホットスポットが突然できることはあるかもしれないが、その場合は、もっと違った噴火の様相になるでしょう。
＊マグマがすべて噴火してなくなることはないのでしょうか？

　それはひとつの火山の話ですか？地球全体の話ですか？　地球全体については、マントル対流が動いている限り、上昇流のところでマグマが生産されることは変わらないでしょうから、当分はつくられ続けます。ある火山のマグマ溜まりに関して、噴火でなくなるというのは、そこにあったマグマをすべて吐き出すことですから、そのマグマ分の体積をどうやって埋めるかが問題になります。空洞になることはありえないので、崩落あるいは陥没するでしょうが、ちょっと全部というのは考えにくいですね。ただ、2000年三宅島噴火の山頂陥没は、マグマの側方移動で陥没が起きたらしいので、そういうかたちで火山直下のマグマがなくなってしまうことはあるのかもしれません。
＊沈み込むプレートに産業廃棄物を埋めておけば地球内部に持っていってくれて処分できませんか？

　かつて、放射性廃棄物を海溝に埋めれば、誰も困らずに処分できるというアイデアがあり、実際に日本で検討したことがあるのですが、近隣各国の大反対で断念しました。埋めるのはいいのですが、海溝部分は大地震が起きる場でもあり、そういうときに埋めたものがその後どうなるか、それが問題ですよね。
＊富士山がもう一度噴火した場合、さらに標高が高くなることはありますか？

　原理的には、もう少し標高を増やすことは可能でしょうが、そろそろ山体が不安定になっているので、山腹で噴火した場合に、山体崩壊で低くなってしまう可能性の方が高いという気がしますね。
＊火山で発電はできるのですか？

　火山そのものではないですが、マグマ起源の熱で、地熱発電は実際に行われています。
＊火山活動ってどれくらい続くのですか？

　ひとつの噴火の話ですか？それともある火山の一生の話ですか？　一回の噴火がどれくらい続くかは火山によって様々で、一概に言えません。キラウエアだったら25年間休まずマグマが出っぱなしですし。火山の一生であれば、日本のような島弧火山であれば、一般にだいたい10万年くらいで活動を終えるようです。ハワイの場合は、数十万年くらい、オアフ島の1854年の噴火を考えると、数百万年活動している場合もあるようですね。
＊マントルの熱で海水がすべて温かくなることはないのでしょうか？

　マントルからの地殻を通した熱伝導、海嶺付近での火山活動で、海水は確かに温まっていますが、全体からすると無視できるほどわずかです。水風呂に火のついた蚊取り線香を落として、風呂の湯が沸きますか？
＊誕生石はどういう基準で決まっているのですか？

　宝石業者が売り上げを増やすために考えて広めたという話ではなかったかな。
＊火山の様子を実際に見てみたいのですが、一般人がいけるお勧めのところを教えてください。

　おそらく10年以内に伊豆大島でまた噴火があるでしょうから、山頂噴火をしているときに、カルデラ壁の御神火茶屋あたりから見物してください。あとはハワイのキラウエアですね。USGSのサイトで状況を確認して、溶岩流が見学できるタイミングで見学に行けばいいと思います。現地の観光業者さんのツアーもあります。
＊ホットスポットはなぜ海嶺のようにプレート（境界）を形成しないのか？

　よい質問ですね。ホットスポットは単独で存在するからホットスポットなので、近くにいくつかホットスポットが並んだ場合、それらが連結して、新たなプレートの生産境界（リフト帯～海嶺）をつくってしまうことがあります。それが中生代の大西洋の形成、ゴンドワナ大陸の分裂の際に起きたことです。
＊富士山が噴火したら東京まで火山灰が飛んできますか？

　噴火の規模にもよりますが、上空は西風なので、まず確実に東京にも降るでしょう。江戸時代、宝永年間の噴火では、江戸市中で昼なのに空が暗くなり、灰が降ったという記録があります。
＊火山の年齢を知るのはどのようにしているのか？（同様１通）

　一般には火山噴出物の放射年代測定を行って、火山の歴史を調べて決めています。放射年代測定法は若い火山であれば放射性炭素法、少し古い場合は、カリウム－アルゴン法が主流です。
＊今日見た画像のデータを頂くことはできませんか？

　ハワイの溶岩流の写真集は、USGSの販売している商業販売CDなので、データをあげるわけにはいかないのですが、（CDそのものを）貸すことならできます。あとで来てください。
＊海底火山は陸上よりも多いといわれているが、どのくらいの頻度で活動しているのか？

　わかりませんね。我々は海底のことについては、ほとんど無知です。常時モニターができればいいのですが、そのような設備も技術も実現していません。
＊昭和新山は突然畑の中で噴火が始まったと聞きますが、現在の東京でどこか噴火しそうなところはありますか？
　昭和新山は有珠火山の一部と考えていいでしょう。まるっきり初めての場所に火山ができたわけではないです。東京２３区と多摩地区なら、可能性はまずありません。伊豆諸島と小笠原諸島も東京都ですので、伊豆諸島ならけっこう噴火はおきますね。三宅島も、大島も、最近噴火しています。
＊マグマと熔岩ってどう違うのですか？
　ここでは、融けた状態のものをマグマ、流れたマグマが冷え固まったものを熔岩と呼ぶことにしています。
＊映像で噴火している場所のかなり近くまで近づいていたのですが、どれくらいまで近づけるのですか？（同様１通）
　あの映像はよくわかりませんが、10mくらいでしょうか。火口ではなく溶岩流の場合は、条件によりますが棒でつつける場合もありますね。
＊海嶺がマグマを放出したときにマグマが固まり、海嶺の高さが高くなることはあるのですか？
　アイスランドのような例外は別として、海嶺はマグマが冷え固まった地殻の厚さで高いのではなく、高温のマントルが直下に来ていることによる、熱膨張の分で持ち上げられていると考えた方がいいようです。だから通常はそういうことはないはずですが、アイスランドは海嶺とホットスポットが重なったようで、大量のマグマが冷え固まって異常に厚い海洋地殻をつくり、海面上に海嶺が現れてしまっています。それを考えると、Yesですかね。
＊なぜマグマがネバネバだと火砕流が起きるのですか？
　非常に単純化した説明をするなら、ネバネバだとマグマの中のガスが抜けにくく、一方、さらさらだと簡単にガスが抜けます。さらさらのマグマの場合はガスが簡単に分離してしまうので、マグマが液体として流れやすくなります。一方、ネバネバだと、火山ガスと液体～固体のマグマが一緒に出てしまうので、火砕流をつくりやすくなります。
＊火山に近づくには資格などは必要ないのですか？
　必要ありませんが、日本の場合は、行政が立ち入り禁止区域を決めた場合には、その中に入るには特別に許可を取る必要があるでしょう。外国、特にアメリカなどでは自己責任で、ということが多いようですが。
＊富士山が噴火したらこのあたりはどのような影響がありますか？
　火山灰が降るでしょう。
＊パホエホエ熔岩のパホエホエって何ですか？
　講義中に説明したつもりですが、ハワイの現地語（カナカ語）で「歩きやすい」という意味だそうです。
＊なぜハワイ諸島のあたりにホットスポットがたくさんできるのか不思議です。
　ホットスポットはひとつです。ただ、マグマの出口が、多少左右にぶれるので、ハワイ島には５つの火山が存在したり、多少の幅ができるのですが、地球規模で見るとそのずれは誤差の範囲です。あとはプレートの移動で北西側に点々と古い火山が残されていくわけなのですが。
＊噴火予知はどこまで正確にできるのですか？
　マグマが上昇している様子は、山体の膨張や火山性地震の震源分布、電気伝導度などからかなりよくわかります。少なくとも地震予知よりは確実なことが言えると思いますが、いつ噴火するか、ということは、やはり予測が非常に難しいと思います。予知はあまりできないと思ってください。
＊これから日本に新たな火山ができることはありますか？

＊日本の領海内でホットスポットができて島が増えるということはありますか？
　かつて西之島新島ができたり、硫黄島近海で新島ができたことがあります。今後もそういうことはあるでしょう。
＊火山の内部、マグマの熱に対応したボディスーツってあるのですか？
　ありません。
＊ストロンボリ式噴火と爆発現象は基本的に何が違うのですか？
　同じですが。噴火の形式が違っても、噴火というのは多くの場合、火山ガスの急速な膨張を伴うのは共通ですから、それを爆発と呼ぶのは間違いではないと思います。
＊いま、突然火山活動が止まったとしたら地球はどうなるのか？
　そうことはあり得ないのですが、もしあるとすれば、火山活動による放熱が、プレート運動と熱伝導による放熱に振り分けられるので、プレートの運動速度が少し速くなり、地下の温度が（同深度で）少し上昇するでしょう。
＊日本に火山活動は起きないのですか？
　どういう意味ですか？噴火は起きないのかという意味ですか。噴気や火山性地震・微動なども含めれば、毎日、日本の火山のどこかで火山活動は起きています。
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